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１．研究目的 
産業副産物である下水汚泥溶融スラグ（以下スラ

グと略す）の再利用を目的に、現在「エコマテリア

ルの概念」を包括する材料として注目されているポ

ーラスコンクリートの粗骨材にスラグを使用した舗

装用ポーラスコンクリートの特性について調べた。

歩道舗装に必要な強度、ポーラスコンクリートとし

て必要な透水性、さらに舗装面の硬さの測定を行い、

舗装材料としてどの程度の硬さを有しているかを判

断することを目的とする。 
２．実験概要 
(１)使用材料 
表１に使用材料と主な特性を示す。スラグは、コ

ークベット方式による空冷スラグを実験室で、ジョ

ークラッシャーで砕いたものを使用した。 
(２)ポーラスコンクリートの配合 
 水セメント比を 25%、セメントペーストフロー

値を 210 とし、粗骨材を 15～5mm、15～10mm の

２種類においてそれぞれ目標全空隙率を 25、20 お

よび 15%と変化させた。本実験でのポーラスコン

クリートの配合を表２に示す。 
(３)供試体の作製方法 
 コンクリートの練混ぜには、オム二ミキサを使用

した。練混ぜ方法は、粗骨材、セメントを入れ 30
秒間空練りを行い、次に高性能 AE 減水剤と水を入

れ 90 秒間練り混ぜた後、混ざりの悪い所を手やこ

てを使って混ぜ、最後に 60 秒間混ぜた後に排出す

る。練混ぜ時間は合計 240 秒である。供試体は、

空隙率試験、透水試験、圧縮強度試験用にΦ10×
20cm の円柱供試体を、曲げ強度試験用には 10×10
×40cmの角柱供試体を作製した。 
(４)試験項目 
 空隙率試験（全空隙率・連続空隙率）、透水試験、

圧縮強度試験、曲げ強度試験および弾力性試験 
（GB 試験・SB 試験）を行った。 

 
表１ 使用材料 

セメント（C） 高炉セメントB種（密度3.04g/cm3）
水（W） 上水道水

粗骨材（G） 下水汚泥溶融スラグ

粒径15～5mm  (密度2.38g/cm3,実積率59.3%)

粒径15～10mm(密度2.38g/cm
3
,実積率57.6%,破砕値28%)

混和剤 高性能AE減水剤：レオビルド8HU（密度1.06g/cm
3
）

 
表２ ポーラスコンクリートの配合表 

粗骨材 目標
粒径 W／C 全空隙率 計

(mm) （％） （％） 水 セメント 粗骨材 混和剤 (kg/m3)
A 25 75 302 1369 1.174 1741
B 20 99 396 1358 1.542 1853
C 15 123 490 1348 1.906 1960
D 25 85 340 1316 1.324 1741
E 20 108 432 1309 1.679 1849
F 15 131 522 1304 2.031 1956

 単　位　量　　

15～5

15～10

配合記号

25

（kg/m3）

 
３．実験結果および考察 
 (１)空隙率試験（全空隙率・連続空隙率） 
実測全空隙率と連続空隙率を図 1 に示す。粗骨材

粒径 15～5mm 、15～10mm 共に全空隙率が連続空

隙率をわずかであるが上回った。また、全空隙率と

連続空隙率の差は、1.8%～2.5%であった。 
 (２)透水試験 
 透水係数と連続空隙率の関係を図２に示す。粗

骨材粒径 15～5mm および 15～10mm 共に歩道舗装

として要求される基本的な基準 1）ある 0.1cm/s を上

回る値が得られた。 
(３)圧縮強度試験 
図３に圧縮強度と実測全空隙率の関係を示す。粗

骨材粒径 15～5mm の方が 15～10mm よりも圧縮強

度がわずかであるが強かった。また、圧縮強度にお

いては歩道舗装として要求される基本的な基準で定

められていない。 
(４)曲げ強度試験 
図４に曲げ強度と実測全空隙率の関係を示す。圧

縮強度同様、曲げ強度も粗骨材粒径 15～5mm の方

が 15～10mmよりもわずかであるが強かった。 
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条件としていた歩道舗装として要求される基本

的な基準である曲げ強度 2.5～3.5N/mm２に対して

は、粗骨材粒径 15～5mm・15～10mm、目標空隙

率 15%および 20%の供試体において、基準値 1）

を上回る値が得られた。また、今回の実験で作製

したポーラスコンクリートの曲げ強度と圧縮強度

の比は 1／3～1／4 であった。 
(５)弾力性試験 
図５に GB 係数と実測全空隙率の関係を、図６

に SB 係数と実測全空隙率の関係を示した。GB
係数、SB 係数共に粗骨材粒径 15～10mm が粗骨

材粒径 15～5mm をわずかであるが上回った。 
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図 1 実測全空隙率と連続空隙率の関係 
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図２ 透水係数と連続空隙率の関係 
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図３ 圧縮強度と実測全空隙率の関係 
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図４ 曲げ強度と実測全空隙率の関係 

  
図５ GB 係数と実測空隙率の関係 

 

図６ SB 係数と実測空隙率の関係 

４．まとめ 
(１) 粒径 15～5mm の方が 15～10mm よりも圧

縮強度・曲げ強度は強く、透水係数は小さかった。

しかし、粒径の違いによる影響はあまりみられな

かった。 
(２) 粗骨材粒径 15～5mm・ 15～10mm、目標

空隙率 15%および 20%の供試体において、歩道

舗装として要求される曲げ強度と透水係数の性能

基準を満たした。  
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